
Ⅰ-③  幼・小・中合同学校保健安全委員会  「子供の強みを見つけ合おう」  

 令和元年１１月１４日（木）に幼・小・中合同学校保健安全委員会を小学校で行った。参加者は，希望する保
護者，職員で，今回の参加人数は３８名であった。講師は，附属学園の藤澤スクールソーシャルワーカー（Ｓ
ＳＷ），入江スクールカウンセラー（ＳＣ），田中ＳＣの３名と，学校医の佐藤先生をお招きしてご講話をいただ
いた。自分自身や子供の強みを見つける演習を行った参会者からは「個人の強みと環境の強みの両方があ
ることが大切だと思いました。」「子供の良さを再確認できるとてもよい機会になりました」「様々な学年・校種
のお家の方とお話ができて，とても参考になりました」等の意見をいただいている。佐藤先生からは，インフル
エンザについてお話していただき，流行の時期や予防接種のタイミング等を詳しく教えていただいた。 
 

③ 自分自身や子供の強みをグループで話す参会者 ④ ＳＣが子供のネガティブ発言への対応例を紹介  

⑤ 子供へ一言メッセージを書く参会者 ① インフルエンザ予防と対応を紹介 

２ 学校医による講話の様子 

１ ＳＳＷ，ＳＣによる講話・グループワークの様子 

① ＳＳＷが自分自身の強みを紹介 ② 子供と母親の会話の一場面を紹介 



保護者の感想（一部） 

心の支援部による成果と課題 

３ 効果（終了後の保護者の感想より） 
 
 
  参会者の主な感想は以下の通りであった。テーマに関することはもちろんのこと，グループによるピアサ 
ポート効果の記述もたくさん見られた。 

 
 
＜テーマに関する効果について＞ 
・ 子供の良さを再確認することができた。 
・ 強みというとつい能力や技能を思い浮かべて自分には特にないと思っていたが，性格や夢，興味， 
 資源，環境等視野を広げるとまた違ってくるなと思った。 
・ 親としての気付き，子育ての１つの方法として学んだ。 
・ 先生方のロールプレイに我が子を重ね合わせて見させていただいた。教えていただいたリソースの 
 活かし方を参考に，思春期の子供との距離感，関わり方を実践していきたい。 
・ 普段，子供のできない部分，マイナスの部分に目を向けてしまいがち。他の保護者と自分の子供の 
 ことを話す時も子供を下げた言い方，見方をしていた。でも，今日のようなプラスの思考，強みなどを 
 改めて考えて文字にすることで，子供自身をきちんと見つめてあげることができ，とてもよかった。 
 
＜グループワークによる効果ついて＞ 
・ グループワークをすることで，参加しているなと感じられてよかった。 
・ 数人（４人）のグループだったので，ざっくばらんに楽しく談笑できた。（複数） 
・ 他学年の保護者の方とお話ができて，貴重な経験ができた。（複数） 
・ 子供の違うママ同士でしたが，それだけにリラックスできたように思う。 
・ 他の子育て中のお母さんの話が聞けて，楽しかった。 
・ 自分の子供のことをこんなにゆっくりと振り返る機会がなかったので，有意義であった。（複数） 
・ 気持ちが明るくなった。 
 
＜その他＞ 
・ ＳＳＷやＳＣの講話など普段聞けないのでよかった。このような機会があると，相談しやすくなる。 
・ 興味深い内容で，時間があっという間にすぎた。 
・ インフルエンザの話しがためになった。 
 
 
 
◯ 参加者の様子や感想から，保護者自身や子供の強みについて一度立ち止まって考えるよい機会と   
 なったと思う。 
◯ 幼稚園・小学校・中学校の保護者が同じグループになり，話をすることで，最初は緊張していた保護 
 者も，自分自身や子供の強みについて，和気藹々と話をされている様子が見られた。子育てについての 
 不安や悩みを共有し合えるよい機会になったと感じる。 
● できるだけ多くの保護者にも参加していただくために，下校時間に合わせるなど工夫していきたい。ま   
 た，研修したことを記事にして発信することで，広げたい。 
● 参加者からは，子供の性に関することや思春期の子供への接し方について話しを聞きたい等の感想 
 を多くいただいた。次回の学校保健委員会（春・秋）のテーマとして取り上げていきたい。 



 



 



 



 


